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ウム ， 硝酸ナ トリウ ム， あるいはグエン酸ナ ト

リウムを添加 したものが好適していた。 また，� 

MARTIN，LOWTHEN 及び� LEACH (1943)が発表

したグラム陽性細菌分離用の培養基も本病原細菌

の分離に利用できるととが確認された。

本病被害組織から分離された本病原細菌の培養

菌の馬鈴薯に対する病原性は各種の接随試験で確

認されたが，自然菌よりも病原性が弱しま?と継

代培養によってその病原性が速かに低下する例が

あった。植木鉢栽培の馬鈴薯茎部に通常の方法で

本病原細菌を有傷接種すると 6 月) ~至 8 月初め

に接種したものでは接種感染率が何<，Jt;..葉の萎

凋も明瞭で主主かったのに対し� 8月末から� 9月に

入って接種したものでは f~~~率が rLh <，茎葉の萎

凋が比較的明瞭であった。また，種訟に病原、細菌

を接種して温室内で植木鉢栽培を行友った もので

は地上部の症状が明かで友かったが，圃場に播種

したものでは地上部にも症状が明瞭に 認められ

た。� 

2 形態

病組織中の本病原、細菌は通常短梓形で，両端は

鈍円であるが， 一端がやや膨大して卵形，� lfi梓

形，あるいはクラフe型に近い形状を呈する乙とが

多い。多 <Iま単在するが，まれに対生，あるいは� 

2{間以上連結し ， 往々 L ~t'. 2.IIJ.J'J至 V乎'型を呈する 
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濃度の相違によっては菌の形状が 著 しく 変形す

る。また，液体培養では長形の菌を生じやすし

往々鎖生するものも認められ，正常菌の大いさは

自然菌でおおむね 0 .5~ 1. 2μX 0.3~0.6.1.t ， 培養

菌ではおおむね 0.8~ 1. 6μ x 0.2~0.5μ である 。

本病原細菌は非運動性で鞭毛を有していない。

芽胞及び包装を生ずる� ζ とが放し非抗酸性であ

る。石炭酸フクシン液，グンチアン紫液，コンゴ

赤液等に良〈染まり，グラム氏染色法では陽性反

応を呈する。

君r..:;I註 3 本病原細菌の電子顕微鏡による眼{象では

培養菌は両極に近 〈僅かに電子線不透過性の頼粒

を認めると とがあるが，自然菌は形状もほとんど

整ーで，内容もほとんど均質であった。� 

3 培養性質及び生理性質

本病原細菌は，IムJt卜寒天扇平培養基上では培養� 

6~7 日後 (培養温度24 0 C ) vc針頭大，Jド薄，

平1)~ ， 透明放白色乃至淡黄色の楽落を生じ ， 径 2 

~3 mm と友り ， 周縁は金縁である。葡萄糖カ日用

馬鈴砦rN汁，ffii平培養基てり:肉汁寒天よりも発育良

好で，白色，やや粘性，平j骨，芦l縁金円 3 光沢の

ある径� 3mm大の緊落を生ずる。葡萄糖カ日用馬鈴

薯煎汁培養では 3~4 日後に僅かに‘凋濁し， 漸次

その度を婚すが被膜を生じない。沈澱はやや汚白

色を呈する。 ゼラチンを液化 したい。ベ乳を凝回� 

... 


し友い。ウシンスキ ー氏液，コー

ン氏液，フエノレミ氏液ではほとん

ど発育し放い。 インド ール，アン

モニア，硫化水素を産生せず，硝

酸嬬を還元し友い。僅かにヂアス

ターゼの作用を有するが，チロシ

ナーゼの作用は認められない。� 

pH5.0乃至� 8.0の範囲内で発育

し，最適は� pH6.8乃至� 7.4で，

酸性側よりも中性乃至微アル カリ

側で発育良好の傾向を示ナ。霊童素

源としてはペプ トンが最も良く ，

ものも認められる。培養菌は自然菌に比して多型 アスパ ラギ ンがとれに次ぐ。� BURKHOLDER me-

的で，培養温度が両いとき ，培養日数が延長した dium または� SKAPTASON mediumは葡萄糖加

とき，あるいは培養恭の組成，ことに炭水化物の 用馬鈴薯煎汁にぺプトン，アスパラギン等を添加
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等〉。従来その容主植物として知られているもの 白液を溢泌し?と。 トマ トは接種によ り顕著に凋萎

はナス科植物で，� Solαnwn属22極以上 ，� Lycope?'- 症状を現わ し，本病原細菌に侵されやすいもの と

StCωn 属 2 種及び Cαpö~cwn 属 H.illで あ る 。こ の 認められた。� KREUTZER 及び� McLEAN (1943) ， 

うち� Solα.n'wn 鼠の寄主植物は馬鈴特，その野生 LARSON (1944)等はトマトの方が馬鈴薯よ りも

種及びナ スであり Lycop'e? ' s ~σwn 属ではトマ ト むしろ 擢病 しやすし病原細菌の組織内移動も

迅速でbると述べ，� LARSON (1944)は トマトに及び� L，� j'acenng"wnである。� Caps?e t 属ではlC削� 

トウガラシを� SAVILE 及び� RACICOT (1937)が

<1ま 認めて いた-"他の 人寄主植物としているが，� 

い。方、お，ナス科植物以外では� STAPP(1930)が

菜豆及び赤腕豆を本病原細菌感染植物として挙げ

たが，� KNORR (1945)は莱豆及び腕豆は擢病 した

いと述べている。

著者は本邦産本病原細菌が普通に栽培されるナ

ス科作物のナス， トマト及びトウガラシを侵 しう

るか否かを確かめるため 2~3 の接遇試験を施行

した。モの成績は当場報� ffi第� 6号に詳述した とお

りで，いずれも本菌に侵されるとと が明かと友っ

た。ナス及びトウガラシは接種に よって草丈の伸

長が不良とえEり，下葉部から黄変 してやや緊張を

失 う傾向が見られたが，明瞭な凋萎症状は示さ な

かった。しかし接種株の菜を切断して これを圧す

ると ，切断面の維管東部から本病原細菌を合む乳

ついて本病の種子伝染の可能性を笑証している。

しかし， 一般圃場におけるト マト ，ナス及びトウ

いので，本病原細菌の寄主植物として普通に注意、

すべきは馬鈴薯及び近縁の� Solan'，ω11. 鼠植物と

みてよい。� 

ガラシの自然発病の笑例はほ とんと、知られていえ� E

(1日 本病病原細菌の寄主体侵入

門戸及び組織内移動

病原細菌の寄主体侵入門戸

馬鈴薯， トマト勾:の茎部に本病原、細菌を接種して

感染をおとさせるには勿論有傷接種の方法を採る

必要がある。 しかし本菌の有傷接種の場合でも木

病感染をお ζ さない例があり ，また茎の� l側に

のみ症状が現われた� ζ とも あるので，接種の際

の刺針部位及び深度が感染 と関係あるものとみら

れる。すでK 古く� SPIECKERMANN 及び� 

KOTTHOFF(1914)は ζ の関係を追究し病

原細菌が先ず維管東部の木質部螺旋状導

管内で増殖し，その後淘� i次拡大していく

が，単に柔組織� K刺針接種しても感染を

おとさ友いと述べていることからみ、ても

病原細菌が接種菜の維管京部のすべて

(稜角 4箇所)に直接到達しゑぃ限り お

そら〈充分友感染をおこさ友いものと思

われる。また ，LARSON (1944) ，SHERF 

(1949) ，向， 土屋等� (1 950)の諸報告か

らも推察できるように，馬鈴若， トマト

等の根部に本病原細菌を接種して感染さ

せるにも根節に傷があるととが条件とえ� E

るものとみられ，おそら く本菌と根部緋

第� 4図 馬鈴草寺輪J釘病菌を トマト に� J刻if!したもの(西山保直氏写〉� 管東部との接触が感染の鍵と充足るもの と

l 無接種 考察されるが今後更に賓明を要するとこ� 

2. 根市を菌液にi::i:~涜核組後移~1(したもの ろである。
3， 茎の!肉!日刊に ;{ffあ接極 次に，本病原細菌が健全薯に侵入して








































